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昭和51年３月、町振興計画を策定し。農業・工業・商業・地場
産業などを瞶極的に推進してきました。

しかしながら、現在わが町も近年の社会経済憎勢、産業構造の

変化のなかで、地方自治をめぐる財政の硬直化は進行し、かって
ない厳しい状況になっています。

このような状況にあって、町勢の飛躍的繁栄をめざし　先に策
定された振興計画 を見直して、昭和70年度を指標とした「第二次

圃見町議興叶瀰 、が出来ました、

「
第
二
次
国
見
町
振
興
計
画
」
は
、
一
年
前
か
ら
、
町
の
各
分
野
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
た
「
振
興

計
画
審
議
会
」
で
審
議
検
討
さ
れ
、
さ
る
三
月
の
定
例
町
議
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
住
民
福
祉
の
向
上
と
産
業
開
発
、
生
活
環
境
の
改
善
、
社
会
福
祉
、
教
育
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
か
ら
見
た
長
期
的
な
計
画
で
、
わ
が
町
の
進
む
方
向
が
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

計
画
の
構
成
は
次
の
三
部
門
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

旧
基
　

本
　
構
　
想

昭
和
六
十
一
年
度
を
初
年
度
と
し
、
昭
和
七
十
年
度
を
目
標
と
す
る
十
か
年
計
画
で
す
。

恋
基
　
本
　
計
　
画

「
第
二
次
国
見
町
振
興
計
画
」
は
、
「
明
る
く
豊
か
で
、
住
み
よ
い
ま
ち
」
づ
く
り
の
た
め
の
、

農
業
・
工
業
・
商
業
の
振
興
施
策
を
進
め
、
教
育
文
化
の
振
興
な
ど
、
高
度
な
住
民
福
祉
に
つ
い
て

定
め
て
あ
り
ま
す
。

闍
実
　
施
　
計
　
画

基
本
計
画
に
定
め
ら
れ
た
施
策
の
大
綱
を
、
現
在
の
町
の
行
財
政
の
ベ
ー
ス
の
上
に
ど
の
よ
う
に

実
施
す
べ
き
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
基
本
構
想
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

基
　
本
　
構
　
想

（

総
　
　
　
　

論

〉

昭
和

七

十
年
を
ｎ
‥‥
標

と
し

た

「
第

二
次

国
見

町
振
興

計
画

‘
は
、

町
民

赤
ぐ

を
主
軸

に

「
明
る

く
仕
み

よ

い

町

」
づ
く

り
に
努

め
ま

す

。
こ
の
目
原

を

達
成
す

る

た

め

に
「
健
令

な
人

づ
く

り
、

明
る
ぐ

し
あ

わ
せ
な

ぐ

ら

し

づ
く
り
、

調
和

の

と
れ

た
産
業
開

兇
」

を
爪
点

的
施

策

と
考
え
て

い
ま
す

。

わ

か
町
の

地
形

、
仰

勢
、
立

地

条
件
を

再
確
紹

し
、

特
殊

性
を
十

分
生

か
す

こ
と

か
大

切
で
す

。
持

皇
久
し

か

、
た
高
連
道
の
開
通
を
始
め
、
徳
江
大
擒
の
架
礦
な

ど
で

．
段
と
飛
躍
し
た
交
通
網
を
活
か
し
た
町
の
姿
な

ど
を
明
ら
か
に
し
、
産
業
と
と
も
に
栄
え
る
丁
業
間
発
．

商
業
振
興
施
策
を
進
め
る
ほ
か
、
敦
育
文
化
の
振
興
に

積
極
的
に
努
め
ま
す
．

〈

人

口

お
よ

び
就
業

構
造

の

展
望

〉

人
口
は
横
ば
い

わ
が
町
の
人
口
は
、
昭
和
五
十
五
乍
国
勢
調
査
か
ら

横
ば
い
状
態
か
統

い
て

い
ま
す
。
人
口
の
自
然
動
態
は
、

微
少
な
か
ら
増
加
し
て

い
ま
す
。
眺
築
隣
造
は
、
第
一

次
産
業
は
機
械
化
な
ど
か
ら
省
力
化

が
進
ん
で
減
少
し
、

第
二
次
、
第
三
次
産
業
か
伸
び
を
示
し
ま
す
。



〈
土
地

利
用

と

交
通

〉

限
ら
れ
た
土
地
を
有
効
に

昭
和
瓦
卜
厄
年
に
策
定
さ
れ
た
国
見
町
上
地
利
川
計

肉
に
の
っ
と
り
、
巾
街
化
Ｋ
城
の
拡
張
整
備
と
。
新
規

Ｌ
業
立
地
の
条
件
整
備
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
恵
ま
れ
た
交
通
態
勢
を
活
か
し
、
き
ら
に
、

交
通
網
の
允
火
を
閥
り
、
国
道
四
り
の
片
側
一
。
車
線
の
1
.
1
E

期
火
現
を
め
ぎ
し
ま
す
。

（

産
業

の

振
興

）

農
　
葉
…
…
農
業
近
代
化

農
業
断
得
を
商
め
る
た
め
に
、
大
型
機
械
化
に
よ
る

省
力
・
集
杓
的
農
業
を
進
め
、
農
産
物
の
流
通
機
構
の

改
節
な
ど
に
努
め
、
農
業
経
営
の
近
代
化
を
進
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、．

工
　
業
…
…
工
業
誘
致

地
元
と
の
産
業
と
調
和
か
と
れ
て
、
生
活
環
境
の
保

煢
か
で
き
る
よ
う
な
企
業
の
誘
致
を
積
極
的
に
進
め
ま

す
。商

業
…
…
近
代
的
な
経
営
意
識
を
も
っ
て

わ
か
町
は
、
古
く
か
ら
宿
場
町
と
し
て
繁
栄
し
て
き

ま
し
た
か
．
人
口
の
流
出
や
行
動
範
囲
か
拡
が
っ
た
こ

と
で
商
業
は
停
滞
し
て
い
ま
す
．
商
業
の
振
興
を
側
る

た
め
に
は
、
流
通
界
の
硯
況
を
認
破
し
．
近
代
的
な
経

営
意
識
と
、
消
費
者
購
買
行
動
に
応
じ
た
経
営
感
覚
を

備
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
さ
ら
に
．
中
小
企
業
の

専
門
化
、
協
霎
化
の
促
進
か
必
要
で
す
．

〈
生

活
環

境

の
整

備
〉

し
あ
わ
せ
な
暮
ら
し
づ
く
り

健
康
で
快
適
な
生
活
を
営
む
た
め
に
、
生
活
環
境
は

住
民
の
一
番
身
近
な
問
題
な
の
で
、
特
に
重
視
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
福
祉
対
策
の
充
実
、
公
園
や
施
設

の
整
伽
、
ド
水
道
の
完
伽
、
広
城
的
な
ご
み
処
理
体
制

な
ど
、
文
化
的
な
生
活
環
境
の
実
現
に
努
力
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
老
齢
者
対
策
、
母
子
福
祉
対
策
、
身
心
障

害
者
対
策
な
ど
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

（

教
育

の
振

興
〉

健
全
な
人
づ
く
り

次
の
世
代
を
担
う
両
少
年
の
健
全
育
成
、
現
代
社
会

に
お
け
る
ふ
さ
わ
し
い
人
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。
施

設
整
備
の
充
実
に
努
め
、
情
操
歓
育
に
は
、
家
庭
・
学

校
・
社
会
か
三
者
一
体
と
な
っ
て
あ
た
り
ま
す
。
余
暇

時
間
の
健
全
な
活
用
と
健
康
管
理
の
た
め
。
運
動
公
園

の
盤
備
を
図
り
ま
す
。

〈
行

財
政

の
指

針
〉

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
、
行
政
の
広
域
処
理

住
民
福
祉
の
母
体
で
あ
る
行
財
政
の
迎
営
に
つ
い
て

は
、
機
嚊
組
織
の
強
化
と
と
も
に
。
事
務
処
理
の
機
械

化
に
よ
る
経
費
の
節
減
を
図
り
ま
す
。
し
か
し
。
町
単

独
で
は
改
善
向
上
も
難
し
い
の
で
、
国
、
県
に
も
適
切

な
対
策
と
事
業
費
欄
助
、
負
担
枠
の
拡
大
を
進
め
て
い

き
ま
す
。



219人が献血
Ａ菊地町長も献血協力に呼びかけ(  沢 造店鵬)

五
月
六
日
、
献
血
バ
ス
二
台
か
来

町
し
、
森
江
野
小
学
校
前
、
農
協
本

所
前
、
生
協
前
、
国
見
電
子
前
、
沢

屋
酒
店
前
、
一
心
堂
藁
局
前
で
献
血

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
と

福
鳥
信
用
金
嗽
国
見
支
店
の
方
々
の

特
別
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
二
百

十
九
人
（
申
し
込
み
者
は
二
百
五
十

人
）
の
方
々
に
献
血
の

ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
か
ら
、
四
百

に
献
血

も
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
か
、
二
百

十
九
人
の
う
ち
、
二
十
三
人
の
方
が

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

献

血
あ

り

が
と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

こ

殼
協
力
》

伊

昜

芳

子
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曇
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佐
久
間
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渡
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松
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ッ
ヤ
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相

陬

加
代
子

佐
入
間

弘
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高

驥

直

美

籃

野

爽

和
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野

典

子
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礼
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吉
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ま
き
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瞭
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光
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岸
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仁
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司
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Ｔ
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》

無
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戈
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田
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坂

悦

唯

佐

蒔
　
　

力
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曹
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郎

実

沢

敏
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栓
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洋
　

一

古
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賢

瘋
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地

信
　

七
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早
川
　
　

隆

安
孫
子
　
　

正

佐

騷

長

喜

佐
久
閠

利

信

（

生

協

国

見

店

》

秋

元

久
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夫

野
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捻

見

轟

擒

キ
ヨ
子

斎

Ｉ

紀
　

子

半

澤
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懿
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《
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Ｉ
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阪
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敬
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郎

二
膳
堂
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コ
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口

瓠
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地
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伸

八

鳥
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破
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夫

眦
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遣
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．
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《
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》

轟

搖

政

味

八

鳥

由

貴

八

巻

千

代

子

《

龝

工

金

員

》

姚

井

京

子

本

聞

裄

子

菊

地

多
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子

古

田
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工

桧

潼

簡

子
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久
間

尚

子

玉
　

手

富

子

ｒ`

罍

紀
息
子

rすぐ手術だ／血湟をいっ

ぱい用意してくれX″』

さあ．名医 カニ先生の腕の

見せどころです．カニ先生

やカパ村長の呼ぴかけに、

イヌきÅ、ニワト･jさん．

ウシさÅ、アりさん．それl

二．日ごろは仲の感かった

ロパさんまでが、齡血|二かlj

つliてきてくれま廴た．

手術は大成功／

rよかったね、ぜったい君。

もう、だいじょうぷだ。Ｊ イ

ヌさん。ニワトリさん。ウシ

さん、アリさん、それに仲の

悪かったロバさんも、声をそ

ろえて言いました。

「ヨカッタネ／」

｢ ネエ、ロバ君、いつもケン

カばかりしてるのに、どうし

て助けてくれたの？｣

ロパ君は笑顔で肅いました。

｢ ぜったい君が元気じゃない

と、思いきりケンカができな

いじゃないか。ケンカ相手が

いないんじや。毎日がたいく

つでね､…亅

ぜったい君の目から、大きな

涙がポロッと落ちました。



献血まつりで

佐

蕕
　
．二
　
男

石

螺

鴨

美

中

村

耶
次
郎

紺

野

良
　
一

古

川

茉
　

］

斎

．曝

礎

窟

大

津

森

治

武
　
田

秀

子

ｉ
　
田

節

子

占
　
旧

ｕ
口

子

紺

野
　
　

徼

鈴

木

挽

博

曳

地

義

信

渡

辺

畴

昊

遠

Ｉ

疽

蔵

占

川

忠
　
一

紺

野

ｙ

二
郎

謇
　
　

消
　
一

斎

蓚

秦
　
一

本

問

ｉ

人

東
海
林

思

諠

穐

９
　
．長

也

朽

木

好

駄

ｌ

ｌ

智

秋

小

紮

眷

謐

加

蕕

光
　

］

渡
　
辺

塞

再

麦

蒔
　
止
　
ｔ

菊

地

工
口

伴

奏
　
　

高
沖
ｆ

松

浦

芙

匐

大

闘

正
　
子

徳

江

河

奥

事
　
　

次

男

佳
久
闌
　
　

な

大

彜

忠
治
郎

佐
久
閠

―
　
男

渡
　
辺
　
　

‘

伊

蔕

欹

を

大
佃
川

浩

ｆ

紺

野

息

子

斎

蒔

褊

子

安

彦

光

典

泰
　
　

弃
‥
郎

叫

崎

長

ぷ

洒

吽

清

次

樋
　
川
　
久

弥

屏
　
田

義

男

菅

升

剛

雉

大

内

鴨

栗

石

坏
　
　

現

掎

苅

栄

治

商

棆

芳
　
啝刀

大
扣
出

紀
　
廴

八

咎
　
　

孝

綰
　
野

貞

昭

吃

魯
　
卜
出
Ｉη

廿

浦

芒
　

．

や
日
　
田

良

伊

蕚
　
一
　
敏

大

内

ｔ

ｆ

木

村

由
美
’Ｐ

紺

野

し
づ
了

《
Ｉ

見

町

役

墫

》

小

砲

芳

男

達

蕕

爽
　
正

引

地

由

則

蓬
　
田

愈
　
子

武
　
田

正
　
硲

蚣

濔

昭
　

．

宍
　
戸

浩

寿

八

鳥

知
　
ｆ

大

波

正
　
子

小

西

参

４

菅
　
野

估

綱

引

地
　
　

肖

後

１

誥
　
子

菊

地

弘

美

件

ｉ

克

成

乢

藤

敕

子

十μ
　
田

長

斎

ｉ

ａ
和
・Ｆ

十
回
以
上
の

献
血
協
力
者
を
表
彰

町
献
血
推
進
協
旛
会
か
四
月
ニ
ト

四
Ｈ
役
堺
で
開
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
席
上
、
昭
和
六
卜
年
度
の
献

血
功
劣
者
表
彰
か
行
わ
れ
、
亅
回
以

ｈ

の
献
血
協
力
者
に
、
武
川
収
入
役

か
ら
感
謝
状
と
記
含
品
か
贈
ら
れ
ま

し
た
。
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
ｙ

三
十
回
以
上
　
▽
森
林
喜
助
（
徳
江
）

▽
鈴
木
廣
陵
（
山
崎
）
　
▽
參
沢
豊

（
藤
Ⅲ
》
　

▽
松
浦
惣
一
｛
藤
旧
｝

二
十
回
以
上
　
▽
斎
藤
規
雄
（
徳
江
）

▽
他
江
博
典
（
藤
川
）
　

▽
占
川
と

き
子
（
藤
田
）
　
▽
商
檎
力
（
山
崎
）

▽
菅
野
昭
雄
（
藤
川
）
　

▽
大
竹
ツ

ネ
（
山
崎
）
　
▽
菅
野
信
朗
（
内
谷
）

▽
渋
谷
和
洋
｛
光
明
寺
｝

十
回
以
上
　

▽
松
浦
新
一
（
大
木
戸
）

▽
稲
尾
和
子
（
小
坂
）
　

▽
遠
藤
豊

和
（
藤
田
）
　
▽
佐
久
間
ッ
ヤ
子

（
藤
川
）
　

▽
大
波
建
一
（
森
山
）

▽
佐
藤
政
子
（
貝
田
）
　
▽
森
晴
子

（
貝
Ⅲ
）

事
業
所
表
彰
　
▽
国
見
電
子
｛
株
｝

▽
福
馳
国
見
町
良
協
　
▽
生
協
国
見

店

Ａ一心室薬局加での献血活動

▲武田収入役から感謝状を受ける森林喜助さん

ぜ
っ
た
い
君
の
献
血
読
本

ある村に。休のしょうぷな

亀のぜったい君がいました。

ぜったいliの自慢は、ヶが

や病気をしたことのない健

康な体でした。

「献血なんか関係ないね。

搴故になんかあいつこない

し、兄てくれ、このじょう

ぶな体。 ’ぜったい、だい

じょうぷさ｡勹

さいきん．村で|よ交通事敵

や病訊の手術があいつぎ、

血液が不足していました．

お医書さんは大いそがし．

この村の診摩所には．名毘

のうわさも高いカニ先生が

いましたが、カニ先生は、

診暸もさることながら、カ

パ11農と献宣のお輯いに村

を歩くことが多い毎日でし

た．

そんなある日、ぜったいだ

いじょうぶなはずのぜった

い君が、文通事故|二あい、

カニ先生の診療所に連ばれ

てきました。

rウーン、痛いよ／勍けて

よ／」



事業所統計調査
７月１日現在で
実施

調査にご協力を
国の最 も蕃本的な統叶調査の一つであ る「事業

所統叶調査」が７月１日現在で、 全国いっ せい に

行われます。

この調査は、わが国の経済活動の基 礎であ る事

業所の実態 を全国および地域別に明らかにするこ

とが目的です｡ 調査の結果は､ 岡・地 方公共団体 が

行う経済針両、地域開発叶画、都市計画 などの諸

施策や、民問 におけ る事業計画の 基礎資料とし て

広く利 用されます。

調査の対 匁は。農林漁家を除くすべての 事業所

で、 会社、工場、商店、病院、学 校。国鉄・私鉄、

ホテル・旅館のほか、官公庁や神社・仏閣なども

対象となります。

今回の調 査では。 全国で約700 万の 事業所が見

込まれています。

この調査は、次の３種類に分けて行われます。

（甲 調査）民 川経営のすべ ての事業所が対象とな

ります。 調食事項は、事業所の名称。所在地、経

肯組織、事業の種類。従業者数など８項口ですが、

会社組織の 事業所の場合はこの外に資本金額など

６項 目が加えられます。

〔乙朗査〕サ ービ ス業の うち、物品賃貸業（レン

タカー業、 貸しボ ート業な ど）、 ホテル･旅館、 ク

リーニング・理容・浴鳩業、映 画業、娯楽業、駐

車鳩業、自動車整備業、修理業、写真楽、桔婚式

場などの対個 人サービ ス業を対象に、 その名称、

現金給与支給額、晉i斤の １年間の総売上高につい

て調査し ます。 なお。乙調査は、一部の事業所を

選定した標本調査により行い ます。

〔丙調査〕国、地方公共団体および日本国有鉄道

の事業所を対象に、 その名称、所在地、事業の種

類、職 員数について調査し ます。

なお、調査の方法ですが、「甲 凋査」と『乙調査』

は都道府県知事から任 命さ れた調査員が、６月下

旬から事業所を訪問し て調査票への昌巳入を依頼し、

その後回収に まいります。場 合にようては、調査

員が、直接聞き取り鯛萱 をするこ ともあ ります。

「丙詞査」は、飼査員 によらず、国、地方公共

団体お よび日本国有鉄遭の組織を通じて行われま

す。

今回の調査は、前回調責から５年目 に行 われ る

ものであ り。この間に産業構 造なども相当変化し

てお り、 その実態を明らかにするもの として、調

査の結 果が待 ち望まれています。

ご 協力をお願いし ます。

･鯛査にご協力 を

身近にある野草・薬

草 2

3
タラノキ

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
各
地
に
見

ら
れ
る
落
葉
低
木
で
、
幹
に
鋭

い
と

げ
が
あ
り
、
直
立
し
て
二
～
四
ｍ
ほ

ど
に
伸
び
、
上
の
ほ
う
で
分
枝
し
ま

す
。
葉
は
二
回
羽
状
複
葉
で
。
一
ｍ

ぐ
ら
い
も
あ
る
大
き

い
葉
を
四
方
に

申
の
よ
う
に
突
き
出
し
ま
す
。

花
は
小
さ
な
白
色
で
多
数
咲
き
ま

す
か
。
一
つ
の
花
は
か
く
、
花
弁
、

雄
し
べ
、
花
柱

い
ず
れ
も
五
の
数
か

ら
成
り
立
ち
八
月
ご
ろ
開
花
し
ま
す
。

▼
薬
用
▲

幹
皮
を
つ
け
た
樹
幹
を
秋
に
採
取

し
。
刻
ん
で
日
干
し
に
し
ま
す
。
こ

れ
か
タ
ラ
ボ
ク
の
名
で
市
販
も
さ
れ

て
い
ま
す
、

糖
尿
痢
に
　
樹
皮
を
含
め
た
樹
幹
・

へ
人
寸
人
そｎ
　
び
わ
４
１

辿
銭
草
・
枇
杷
葉
各
五
グ
ラ
ム
、
い

ず
れ
も
よ
く
乾
燥
し
た
も
の
を
、
水

四
百

肬
で
半
量
に
煎
じ
て
一
日
量
と

し
、
三
回
に
服
用
し
ま
す
。
こ
れ
に

フ
ジ
バ
カ
マ
の
全
草
を
干
し
た
も
の

を
五
グ
ラ
ム
加
え
て
も
い
い
で
す
。

こ
の
民
間
療
法
は
古
く
か
ら
あ
り
、

副
作
用
か
な
い
の
で
い
い
で
す
．

▼
食
用
▲

若
芽
の
基
郁
か
ら
も
ぎ
と
り
ま
す

が
、
と
げ
に
刺
さ
れ
な

い
よ
う
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

料
理
　
天
ぷ
ら
（
衣
は
薄
め
）
の
う

ま
さ
は
格
別
。
網
の
上
で
焼
き
な
が

ら
み
そ
を
つ
け
て
食
べ
る
み
そ
焼
き
、

ゆ
で
て
お
ひ
た
し
や
ご
ま
あ
え
、
煮

ぴ
た
し
な
ど
に
。

・
タ
ラ
ノ
メ
の
天
ぷ
ら

作
り
方

①
タ
ラ
ノ
メ
は
外
側
の
か

た
い
葉
を
二
～
三
枚
か
き
落
と
し
、

根
本
の
部
分
に
十
文
字
の
切
り
込
み

を
入
れ
、
平
均
に
や
わ
ら
か
く
仕
上

が
る
よ
う
に
し
ま
す
．

②
①
に
衣
を
薄
め
に
っ
け
て
揚
げ
．

天
つ
ゆ
と
大
根
お
ろ
し
、
七
味
と
う

か
ら
し
や
塩
を
添
え
ま
す
．

（
山

野
草
カ
ラ

ー

百
科
か

ら
）



ふ る1 とのお 匕財
く３

埋蔵文化財包含地
わっ　た

割田 遺跡

菊　池　利　雄

石
毋
田
の
ほ
ぽ
中
央
部
、
旧
西
沢

川
西
岸
部
に
弥
生
時
代
の
遺
構
で
あ

ふ
割
田
遺
跡
一
雛

衄

弱

Ｅ
Ｘｕ

″

あ
る
．

こ
の
遺
跡
は
、
大
峠
山
南
筐
に
源

を
発
す
る
西
沢
川
と
眠
沢
川
と
が
接

近
す
る
、
上
流
部
山
地
の
山
田
付
近

で
お
こ
っ
た
大
規
模
な
地
す
べ
り
に

よ
る
．
土
石
流
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

た
石
母
田
蛯
屑
面
と
呼
ば
れ
る
、
扇

状
地
形
の
扇
端
部
に
あ
っ
て
、
湧
水

地
の
近
く
に
営
ま
れ
て

い
た
遺
跡
で

あ
っ
た
が
、
昭
和
五
十
三
年
に
施
工

さ
れ
た
、
伊
達
西
部
圃
場
整
備
事
業

に
よ
っ
て
損
壊
を
受
け
て
い
る
．

紀
元
加
三
世
紀
頃
、
大
陸
文
化
の

強
い
影
響
の
も
と
に
、
北
九
州
の
地

に
稲
作
と
機
織
、
金
属
器
な
ど
の
使

用
を
伴
っ
た
新
し
い
文
化
が
誕
生
し
、

そ
れ
ま
で
の
狩
猟
、
漁
撈
と
自
生
檣

物
の
採
集
な
ど
を
生
業
と
し
て

い
た

縄
文
時
代
か
ら
、
弥
生
時
代
と
呼
ば

れ
る
農
耕
社
会
へ
と
移
行
す
る
。

こ
の
文
化
は
次
第
に
東
進
し
て
、

紀
元
前
一
世
紀
頃
に
は
東
北
地
方
の

南
部
国
見
の
地
に
も
達
し
。
湧
水
地

や
河
川
沿

い
の
低
湿
地
な
ど
に
稲
作

が
始

め
ら
れ
て
い
っ
た
。
国
見
町
に

お
け
る
こ
の
時
代
の
遺
跡
と
し
て
は
、

柵
の
穗
摘
み
に
使
用
さ
れ
て
い
た
石

包
丁
が
出
土
し
て
い
る
石
毋
田
の
大

清
水
遺
跡
、
光
明
寺
の
山
田
遺
跡
、

裁
断
や
土
掘
具
に
使
用
さ
れ
た
と
い

わ
れ
る
蛤
刃
石
斧
か
出
土
し
た
本
福

の
割
田
遺
跡
や
泉
田
の
堰
下
遺
跡
が

あ
る
ほ
か
、
西
大
枝
の
竹
ノ
内
遺
跡
、

光
明
寺
の
志
久
遺
跡
、
高
城
の
山
居
・

中
山
の
両
遺
跡
、
徳
江
の
佛
供
田
遺

跡
な
ど
か
あ
る
。

割
田
遺
跡
か
ら
は
圃
場
整
備
後
、

佐
藤
喜
藤
治
氏

鮨

鯉
屋

水
田
の

耕
作
中
に
偶
然
の
機
会
か
ら
、
太
形

は
Ｃ
寸・
　
　
す
七
ぎ

蛤
刃
石
斧
、
土
師
器
片
、
須
恵
器
壺

な
ど
を
採
集
さ
れ
発
見
さ
れ
た
遺
跡

で
、
そ
の
全
容
は
明
ら
か
で
な
い
か

遺
物
の
出
土
状
況
な
ど
か
ら
み
て
、

弥
生
時
代
か
ら
奈
良
、
平
安
時
代
へ

と
続
く
複
合
住
居
跡
の
可
能
性
が
強

い
。こ

の
出
土
し
た
遺
物
の
中
で
特
筆

す
べ
き
も
の
と
し
て
太
形
蛤
刃
磨
製

石
斧
が
あ
る
。
長
さ
二
十
・
六
『

輻
七
・
七
㎝
、
厚
さ
五
『

重
さ
Ｉ・

二
㎏
で
表

面

は
黒
色

に
近

い
。
下

半

分

（
刃
部

）
付

近

は
良
く
磨

か
れ

て

お

り
、
製

作
上

の
痕

跡
と

考
え

ら
れ

る

ス
リ

ッ
ト

か
多
く

観
察
で

き

る
。

ま

た
刃
先

は
両

刃
で

あ
る

か
。
使

用

に
よ

る

と
思
わ

れ
る
剥
離
痕

も

見
ら

れ

る
。

一
方

、
上
や

部

に
は
自
然

に

近

い
面
も

残
す

か

、
中
央
部

付

近
に

楕

円
形
状

に
磨

滅

痕
が
あ

り
柄

を
支

え

た
郎

分
か

と
想

像
さ
れ

る
。

断
而

形

は
ほ

ぽ
楕

円
で

あ
る

。（
か
一`
匹
四

ｖ
・

森
山
粂
咀

殖
掘
娠
入
）

割
田

遺
跡

は

一
郎
か
損

壊
さ

れ

た

と
は

い
え
、

遺
物

の
包
含

が
多

い
と

見
ら
れ

、
国

見

町
に
お

け
る
弥

生
時

代

を
代

表
す

る

遺
跡
で

あ
り

、
今

後

の
詳
し

い
調
査

か
期
待

さ
れ

る
。

参

考
文
献

「
国

見
町

史
」

一
・
二

咎
、

「
伊
達

西
郎

条
理

遺
構
ｖ

、

－

森

山
条

里

（
ｎ

区
）

発
細

調
査
報

告
」
福

島

県

教
育

委
貝
会

徳
江
南
部
地
区
で

”
実
年
会
”
が
産
声

－

将
来
。
平
穏
に
老
境
に
入
り
、

神
経
的
葛
藤
も
な
く
、
自
己
を
肯
定

し
、
他
人
を
責
め
ず
。
過
去
を
悔
や

ま
ず
、
現
在
を
無
駄
に
せ
ず
、
日
常

生
活
と
人
間
関
係
に
心
か
ら
満
足
す

る
生
活
を
目
指
し
、
実
午
時
代
に
貯

え
て
お
き
た
い
見
聞
、
教
養
を
高
め
。

相
互
の
親
睦
を
図
り
な
が
ら
、
豊
か

な
年
輪
を
重
ね
よ
う

Ｉ

と
い
う
目

的
の
も
と
、
自
分
た
ち
で
計
面
し
、

自
分
た
ち
で
運
営
し
て

い
こ
う
と
い

・
λ
″
が
発
足
し
ま
し

た
。

徳
江
南
部
実
年
会
が
そ
れ
で
、
徳

江
南
部
地
区
の
五
十
代
、

六
十
代
の
男
女
を
対
象
に

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
六
十

三
名
の
入
会
か
あ
り
、
五

月
四
日
午
後
七
時
か
ら
、

徳
江
南
部
公
民
館
で
設
立

総
会
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

設
立
総
会
に
は
、
四
十

五
名
の
出
席
か
あ
り
、
会

則
や
今
後
の
事
業
計
画
、

役
員
選
出
な
ど
か
協
雄
さ

れ
、
会
長
に
は
。
こ
の
実

年
会
発
足
の
世
話
人
の
一

人
で
あ
る
蓬
田
正
敏
さ
ん
、

剛
会
長
に
は
村
上
太
一
さ

ん
と
大
波
ト
シ
子
さ
ん
、

会
計
に
村
上
竹
男
さ
ん
と
村
上
（

ル

さ
ん
、
庶
務
に
佐
野
正
治
さ
ん
、
監

事
に
実
沢
三
之
助
さ
ん
と
佐
藤
ノ
プ

さ
ん
な
ど
を
決
め
ま
し
た
．

総
会
終
了
後
．
第
一
回
目
の
学
習

に
入
り
、
大
和
金
三
郎
森
江
野
小
学

校
長
の
講
話
を
熱
心
に
聞
き
ま
し
た
．

こ
の
実
年
会
は
、
徳
江
南
都
公
民

綰
を
会
場
と
し
た
学
習
会
を
年
五
回

ほ
ど
開
催
し
、
そ
の
ほ
か
に
、
史
跡

探
訪
や
研
修
旅
行
な
ど
も
行
う
予
定

で
す
．

Ａ産声をあげた徳江南郎寅年龠



鉄
道
防
害
防
止
運
動
を

実
　

施

国
鉄
で
は
、
例
年
五
、
六
月
に
な

り
ま
す
と
。
自
動
車
に
よ
る
踏
切
事

故
や
子
供
の
線
路
遊
び
、
置
石
に
よ

る
列
車
支
陣
な
ど
の
事
故
か
多
発
す

る
傾
向
に
あ
る
た
め
、
六
月
五
日
か

ら
六
月
二
十
五
日
ま
で

『
鉄
道
妨
害

防
止
運
動
』
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し

た
。

線

路
で
は

一
、
新
幹

線

柵
の
中

に
立

ち
入

ら
な

い
．

｝一
、
線
賂

に
石

を
置

く
な

ど

の

い
た
ず

ら

を
し
な

い
．

一
气
線

路
で
遊

ば
な

い
．

四
、
汽

車
に
物

や
石

を
投

げ
な

い
．

｀
、
線

路
の

近
ぐ
で

凧
揚

げ
を

し
な

い
．

※
線
路

の
近
く

で
は

、
子

供
を

遊
ば

せ

な

い
よ

う

に
し
ま

し

ょ
う
．

子
供

さ

ん
の
身

の

安
全

に
か
か

わ

る
こ
と

で
す

．

○

踏
切

で
は

一
．
必
ず
一
旦

停

止
し
、
左

右

の
安
全

を

確
認
す

る
．

二
、
踏

切
警

報
機

が
鳴
っ
て

い
る
と
き

鳴

り
始
ま

’
た
と
き

は
絶
対

に
踏

切

に
入

ら
な

い
．

一
气
略
切

で

ギ
ア

チ

ェ
ン

ジ
を
し

な

い
．

こ

れ
は
エ

ン
ス
ト

の
原
因

に

な
る
．

四
．
踏
切

上
で

エ
ン
ス

ト
、
脱

輪
し

た

と
き

は
、

あ
わ
て

ず
に

『
非

常
ボ

タ
ン

』
を
押

し
て

列
車

を
止

め
る

手
配

を
す

る
．

『
非
常

ボ
タ
ン

』

の
な

い
踏
切

で
は

発
炎
筒

や
赤

色

旗

ま

た
は
赤
色

燈

な
ど
を

振

っ
て

列

車

に
危
険

を
知

ら
せ
る

．

※
踏

切
事

故
は

、
列
車

の
安

全
運

転

を
支

障
す

る
の
み

で
な

く
、
价
甼
大
な

事
故

に
つ

な
が
り

ま
す

．
十
分

に
注

意
し

ま
し

ょ

つゝ
．

自
転
車
安
全
利
用
推
進
月
間

五

月
一
日

｛

木

｝

～

五
月
三
十
一
日
（
土

）

ス
ロ
ー
ガ
ン

～
　
『
気
を
つ
け
て
』
　
朝
の
ひ
と

言
　
わ
す
れ
ず
に
　
～

運
動
の
重
点

○
自
転
車
の
正
し

い
安
全
な
乖
り
方

の
推
進

〇
ぼ
転
車
の
点
検
整
ｉ
及
び
7
5マ
ー

ク
の
貼
付
促
辿

○
秩
序
あ
る
駐
輪
の
推
進

Ｏ
夜
間
走
行
に
お
け
る
ラ
イ
ト
点
燈

及
び
反
射
材
の
貼
付
促
進

自
転
車
は
、
慨
便
な
乗
り
物
と
し

て
、
広
く
普
及
し
て
ま
す
が
、
こ
れ

に
伴

り
て
交
油
事
故
も
増
加
し
て
い

ま
す
。

こ
の
た
め
。
五
月
中
を
自
転
市
安

全
利
用
推
進
月
間
と
定
め
。
こ
の
機

会
に
自
転
車
利
用
者
を
中
心
と
し
た

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
ろ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

桑
折
警
察
翼
か
ら
の

お
願
い
!
!

★
最
近
農
薬
の
パ
ラ
コ
ー
ト
に
よ
る

自
殺
や
、
誤
っ
て
飲
ん
だ
事
故
が

増
加
し
て
お
り
、
警
察
と
し
て
は

農
家
な
ど
に
対
し
て
次
の
よ
う
な

呼
ぴ
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｏ
注
意
せ
よ
、
便
利
な
よ
う
で
も

毒
は
毒
。

０
毒
物
は
、
き
ち
ん
と
鍵
か
け
安

全
保
瞥
。

○
移
し
瞥
え
、
誤
っ
て
飲
み
命
と

○
余
ら
す
な
、
予
定
に
合
わ
せ
て

そ
の
郁
度
賈
お
う
。

○
と
に
か
く
吐
か
せ
て
す
ぐ
『
一

一
九
番
』

★
犯
罪
捜
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◇
被
害
に
あ
っ
た
ら
必
ず
届
け
出

を
。
『
一
一
〇
番
』

◇
聞
き
込
み
に
ご
協
力
を
。

◇
犯
罪
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ

と
は
通
報
を
。

桑
折
警
察
署
雲
八
二

‘
ニ

ー
五
一

夜
間
の
戸
籍
届
書
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

当
町
は
夜
間
、
警
備
保
障
方
式
に

よ
り
無
人
化
と
な

り
て

い
ま
す
か
、

緊
急
止
む
を
得
な

い
事
情
で
、
戸
籍

の
届
出
（
出
生
届
、
死
亡
届
、
養
子

緑
組
届
、
婚
姻
届
、
離
婚
届
な
ど
）

を
す
る
必
要
性
が
生
じ
た
楊
合
に
は
、

そ
の
旨
を
次
の
と
こ
ろ
に
連
絡
し
て
、

所
定
の
手
続
を
取
ら
れ
ま
す
よ
う
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

記

（

連

絡

先

）

住
民
課
長

松
浦
幸
雄

髫
　
八
五
一

二
八
四
〇

戸
幡
住
民
係
長

高
橋
正
夫

雲
　
八
五
一

二
五
〇
三

交
通
教
育

専
門
員
を
設
置

こ
の
度
、
従
来
の
交
通
指
導
員
制

度
に
替
わ
り
、
新
た
に
交
通
敦
育
専

門
員
制
度
を
設
け
ま
し

た
。

交
通
教
育
専
門
貝
と
は
、
交
通
の

安
全
に
関
す
る
知
識
の
普
及
、
及
び

交
通
安
全
思
想
の
高
揚
を
図
る
た
め

に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

設
置
の
理
由
は
、
昭
和
五
十
年
代

半
ば
以
降
の
事
故
の
増
加
傾
向
、
特

に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
悪
質
無
謀
な
運
転
、

牀
転
車
利
用
者
や
歩
行
者
側
の
交
通

ル
ー
ル
無
視
な
ど
に
起
因
す
る
事
故

か
漸
増
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
車

輛
台
数
及
び
運
転
免
許
保
有
者
の
増

加
に
伴
う
「
交
通
の
肥
大
化
」
、
あ
ら

ゆ
る
階
層
に
わ
た
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の

増
加
に
よ
る
『
運
転
者
の
多
層
化
』

に
見
ら
れ
る
交
通
社
会
の
構
造
変
化

な
ど
を
踏
ま
え
、
交
通
事
故
の
撲
滅

を
期
す
る
た
め
に
は
、
交
通
安
全
意

嫩
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
安
全
教
育

が
必
要
で
あ
り
。
し
か
も
、
長
期
に

わ
た
り
て
教
育
効
果
を
持
続
さ
せ
る

こ
と
か
重
要
で
あ
る
と
の
考
え
に
よ

る
も
の
で
す
。

四
月
一
日
付
で
交
通
教
育
専
門
員

に
委
嘱
さ
れ
た
大
沼
勉
さ
ん
（
山
崎

字
耕
谷
）
は
、『
地
域
の
実
情
に
即
し

た
実
践
的
な
安
全
教
育
を
展
開
し
た

い
』
と
抱
負
を
語

り
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
十
年
間
に
わ
た
り
交
通
指

導
員
と
し
て
活
躍
し
て
く
だ
さ
っ
た

佐
藤
正
康
さ
ん
（
藤
田
宇
堤
下
）
、

朽
木
好
秋
さ
ん
（
藤
田
字
町
裏
）
の

両
指
導
員
に
、
紙
面
を
お
借
り
し
、

厚
ぐ
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
・



善

意

の

窓

町
社
会
福
祉
協
議
会
に

◆
佐
藤
敏
夫
さ
ん
（
駅
前
）
か
ら

一
万
円
－

故
健
藏
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
市
川
正
さ
ん
（
上
野
）
か
ら

三
万
円
１

故
キ
ミ
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
佐
藤
（

ツ
ミ
さ
ん
｛
錦
町
｝
か
ら

二
万
円
‐

故
キ
チ
ミ
き
ん
の
ご
遺

志
◆
朝
日
生
命
桑
折
営
業
所
職
貝
一
同

か
ら

五
万
円

藤
田
小
学
校
に

◆
市
川
正
さ
ん
（
上
野
）
か
ら

二
万
円
－

故
キ
ミ
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
奥
山
モ
ト
さ
ん
（
山
崎
小
舘
）
か
ら

雑
布
五
十
枚

大
木
戸
小
学
校
へ

◆
松
浦
健
三
郎
さ
ん
（
貝
田
）
か
ら

鯉
の
ぼ
り
【
吹
流
し

】
。
ま
鯉
二
。

ひ
鯉
二
）

◆
渡
郎
武
男
さ
ん
（
高
城
）
か
ら

鰻
の
ぽ
り
（
吹
流
し
Ｉ
。
ま
鯉
一
、

ひ
鯉

こ

森
江
野
小
学
校
へ

◆
池
田
カ
ッ
子
さ
ん
（
山
崎
小
舘
）

か
ら

三
万
円
－

児
童
用
図
書
購
入
資
金

と
し
て

◆
昭
和
六
十
年
度
森
江
野
小
学
校
卒

寮
生
一
同
か
ら

講
堂
川
の
敷
物
（
ご
ざ
）
一
式

県
北
中
学
校
に

◆
市
川
正
さ
ん
（
上
野
）
か
ら

二
万
円
‐

故
キ
ミ
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
国
見
町
文
化
振
興
基
金
へ

◆
秦
三
郎
さ
ん
（
大
町
南
）
か
ら

十
万
円

◆
町
文
化
Ｍ
体
遵
絡
協
議
会
か
ら

九
万
一
千
円

国
見
町
奨
学
資
金
へ

◆
本
田
古
助
さ
ん
（
本
町
）
か
ら

五
十
万
円
－

故
よ
う
さ
ん
の
ご
遣

志

昭

和
六

十
一

年

度

ミ

ス
ピ

ー
チ

を
募

集

一
、
応
募

資
格

○
身
長
百
五
十
七

｀
以
上
で
年
齢

十
八
～
二
十
二
歳
の
独
身
女
性

（
高
校
生
を
除
く
）

○
県
内
在
住
、
在
学
者
ま
た
は
県

内
出
身
者

○
七
月
下
旬
か
ら
八
月
下
旬
ま
で

の
間
、
Ｐ
Ｒ
事
業
に
従
事
で
き
、

福
鳥
市
内
に
通
勤
可
能
な
人

一一
、
募
集
人
員

十
名

皿
．
選
考
期
日
　
六
月
二
十
九
日
正
午

四
、
選
考
会
場

福
島
市
市
民
会
郎

皿
、
募
集
締
切
　
六
月
二
十
五
日

｛

、
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

福
鳥
市
役
所
内

『
ミ
ス
ピ
ー
チ
係
』

髫
三
五
―
一
一
一
一
内
線
三
一
七

※
応
募
方
法
‐

官
製
（

ガ
キ
で

お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
．

戸籍の窓口
( ４月受 付 分〉

出生おめでとうございます
子 の 名 保 護 者　 部 落

喬　之( たかゆき)堀口　尚之　源宗山北
貴 部(たかふみ)八巻　榮一 大 町 南
友 央( ま　　お)安藤　 裕　的　 田
拓 也(た く や) 吉田　 勉　山崎小舘
彩( あ　 や)大沼 啓助　貝　　田

美 希(み　　き)渡辺　 照男　豚宗山西
章( あ き ら)酒井　 邦雄　高　 墟

好 恵(よ し え)佐藤　光夫 源宗山西

ご結婚おめでとうございます
氏　　　 名　　　　　 部 落

名 和 重 利　　　 宮 町= 北
中 野 弘 子　　　 篠 鳥 匍
冶　城　　 明　　　　 川　 内

大　
波　奈津江　　　　 第　 九

黒 田　　 明　　　　 第 十 ご
岡 崎 孝 子　　　 霞 山 ●】
松 禰 治 男　　　　 大 木 戸

佐 鵬　美枝子　　　　 桑 折11
梅 津 純 孝　　　 泉 田 中
須 田 春 江　　　 讖 高 市
佐久問 鍵 －　　　　111 畸 脯

岡 崎　 イト子　　　　 攜 島 市
秦　　　　 誠　　　　 駅　 繭

今 野 鳬 紀　　　 宮 城 県
渋　谷 修　一　　　　 上　 野
菅 野 敏 江　　　 飯 野 町

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　 年齢　　 懿 落

佐 藤 庄次郎　　82　　 泉 田 下
達　蕁　助太郎　　81　　 鳥　 取

岩　渕　1　1J　　88　　 耕　 谷
柳 沼　シ　ク　　 フ2　　 取　 鵤
佐 藤 軸　蔵　　77　　 駅　 賄

佐 庫　久　造　　88　　 石母田表
市 川　キ　ミ　　 フ8　　 上　 野
斎 藤　ナツヨ　　77　　 貝　 田

人口 と世 帯
５月１日現在(前月比)４月中のうごき

人
　
　

口

一男5,74j8 人 【－3 】

一女6.2  貶人 （－11 ）

･計1  010 人 （－14;

世帯数2,880 戸丿 十ｊり

転 入31 人

転 出45 人

出　生　8 人

死 亡　8 人

心配ごと相談日
場所：役場二階相談童｛ｌ●入口・らお人97 さい1

時間： ９時ヽ12 畤

こ まったことや。相談ごとがありましたら、

お気軽にご相談下 さい。秘密は絶対 に守ります。

〔相 談 員〕

５月 日 ( 土）高橋 隆雄・山内　聴子

６月５日（木）吉川　弥吉・牧野 容子

６月14  日 (土）桜沢　 正・簗瀬 貞子

５月　皐月（さつき）

趙 日 (  日 )  森江野 小運 助会

21  日 (水 ）小 満

24 日 ( 土 ) 満 月

日 ( 日 》 藤田 小運助 会

30日 （金） 消費 者の 日
＝

６月　水無月(みなづき)?

11ﾖ（日）気象記念日

５日（木）環境週間

6 日 ( 金 ) 芒　穡

７日（土） 計最紀念日

ｽ 5 日 ( 日 ) 父の日



公
民
館
だ
よ
り

国見 町公民 館

08 5 ｰ 2 6 7 6

(有) ４156

昭
和
六
十
一
年
度

各
学
級
が
開
講

青

年

学

級

町
内

に
在
住
す
る
青
年
男
女
か
、

互
い
に
励
ま
し
合

い
、
青
年
と
し
て

の
生
き
方
、
社
会
人
と
し
て
の
較
養

を
主
体
的
に
習
得
し
、
郷
土
に
ほ
こ

り
を
持
て
る
青
年
に
な
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
青
年
学
級
か
、
四
月
二
十

四
日
に
闘
講
し
ま
し
た
。

開
講
式
に
は
、
学
級
生
二
十
名
が

出
席
し
、
蓬
田
教
育
長
、
井
砂
公
民

館
長
か
ら
開
設
の
目
的
、
重
要
性
な

ど
挨
拶
か
あ
り
ま
し
た
。

続

い
て
、
今
年
の
役
貝
選
出
か
行

わ
れ
そ
の
結
果
委
員
長
に
小
池
芳
典

さ
ん
、
副
委
員
長
に
星
野
勝
幸
さ
ん
、

松
浦
敏
江
さ
ん
か
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

式
終
了
後
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

に
移
り
、
い
す
と
り
ゲ
ー
ム
や
積
木

自
己
紹
介
な
ど
を
行
い
、
和
気
あ
い

あ
い
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

阿
津
賀
志
学
級

桜
の
花
が
咲
く
円
月

。一
十
瓦
日
。

公
民
館
老
人
子
供
室
を
会
場
と
し
て
。

菊
地
町
長
、
渡
辺
桑
折
警
察
署
長
、

宇
佐
芙
交
通
安
全
協
会
桑
折
副
支
部

長
、
蕩
田
教
育
艮
臨
席
の
も
と
。
乍

級
生
百
二
十
名
が
出
席
し
て
、
昭
和

六
十
一
年
度
の
開
講
式
（
交
通
安
全

大
学
証
交
付
式
も
併
せ
て
）
か
行
わ

れ
ま
し
た
．

開
講
式
後
の
第
一
回
学
習
と
し
て
、

町
長
か
ら
「
国
見
町
の
町
勢
艇
望
」

と
い
う
テ

ー
マ
で
、
大
変
有
意
義
な

お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
．

今
年
度
の
学
級
生
は
、
現
在
二
百

九
十
名
で
す
．．

な
お
、
昭
和
六
卜
一
年
度
の
学
級

運
膏
委
貝
会
の
役
員
は
、
任
期
か
こ

年
間
な
の
で
、
前
年
度
の
役
員
が
引

き
続
い
て
そ
の
任
に
っ
き
ま
す
．

委
員
長
　
　

藤
田

嚊
衛

副
委
貝
長
　

占
田
　
翕
藏

佐
久
間
い
ち

会
　
計
　
　

阿
部
　
重
雄

庶
　
務
　
　

遠
藤
源
五
郎

○

六
月

の
学
習

”
卜
定

奉
仕
作
楽
　
古
民
家
周
辺

学
　

習
　
高
齢
者
の
交
通
教
室

Ａ今年の学級生のみなさん

Ａ蜘ひに話しを聞く半級生のみなさん

母
と
子
の
公
民
館
活
動
が

始

ま

る

子
供
の
情
操
を
よ
り
豊
か
に
し
、

明
る
く
健
や
か
に
成
長
す
る
よ
う
。

母
と
子
が
い
っ
し
ょ
に
な

。
て
、
読

轟
と
創
作
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
『
母
と
子
の
公
民
館
活
動
』

が
、
小
坂
地
区
を
皮
切
り
に
始
ま
り

ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
毎
月
一
回
、
公
民

館
の
移
動
文
庫
か
各
地
区
を
巡
回
し
、

児
童
図
書
の
貨
し
出
し
を
行
い
、
ま

た
、
折
紙
や
染
色
、
紙
し
ば
い
、
手

づ
く
り
絵
本
な
ど
の
創
作
活
動
を
行

う
も
の
で
、
主
と
し
て
、
小
学
校
一

年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
の
児
童
と
そ

の
母
親
か
対
象
と
な
っ
て

い
ま
す
。

Ａ大型紙しぱいに鮗Jひに見入る子供 たち

新
体
育
指
導
委
員
が

決
ま
る

町
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
六
十

年
度
で
任
期
満
了
と
な

。。
た
体
育
指

導
委
員
に
つ
い
て
、
各
地
区
の
ス
ポ

ー
ツ
振
興
会
か
ら
推
せ
ん
を
受
け
た

十
五
名
を
新
体
青
指
導
委
員
と
し
て

選
出
し
ま
し
た
。

五
月
二
日
午
後
六
時
か
ら
公
民
館

で
、
委
嘱
状
の
交
付
式
が
行
わ
れ
、

新
体
育
指
導
委
員
の
み
な
さ
ん
に
、

委
嘱
状
か
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
席
上
、
長
年
体
育
指
導
委

員
と
し
て
活
麗
さ
れ
た
菅
野
文
大
さ

ん
、
小
島
重
一
さ
ん
に
、
感
謝
状
と

記
念
品
か
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

体
育
指
導
委
員
は
次
の
通
り
で
す
。

佐
藤
元
一
　
現

会
長
　
小
　

坂

浅
野

嫡
　

″
　
　
　

泉
　
田

赤
坂
正
弘

新
　
　
　

内
　

谷

古
内
濆
行

現
　
　
　

藤
　
田

市
川
忠
明
　

″
　
　
　

石
母
田

佐
藤
二
三
夫
″
　
　
　

塚
野
目

羽
根
俊
一
　

″

副
会
長

藤
　
田

斎
藤
規
雄
　

″
　
　
　

偲

江

佐
藤
清
一
　
新
　
　
　

塚
野
目

佐
久
間
憲
一
現
　
　
　

森
　

山

斎
藤
洋
二
　

″
　
　
　

藤
　
田

松
浦
幹
男
　

″
　
　
　

西
大
枝

鈴
木
一
男
　

″
　
　
　

川

内

渋
谷

薫
　

″
　
　
　

光
明
寺

阿
部
松
次
　

″
　
　
　

貝
　
田



みんなでスポーツを！

自然の中での爽快感を仲間と！
昭和61年度 事 業 計 画（スポーツ大会等）
一月 �日 � 大　　　　　 会　　　　　　 名 � 内　　　　　　 容 � 対　象　者 � 会　　　　 場
・５ �18�春季職場対抗ソフト ボール大会 �男女混合トーナメント戦 �町内職場鋤務者 �運動場

６ �８ �県民スポーツ大会町予選会（壮年ソフト） �トーナメント戦 �40a以上男子 �運動場

６ �17�県民スポーツ大会町予選会 �ブロックリーグ戦 �30歳以上女子 �体育センター

６ �19�( 家庭バレーボール) �決腸卜－ナメント戦 ��体育館

６ �29�県民スポーツ大会町予選会（バドミントン〉 �団体戦･ トーチメント戦 �一般男女 �体育館

６ �29�県民スポーツ大会町予選会（卓球） �団体戦・トーナメント戦 �一般男女 �体青館

.7 �６ �県民スポーツ大会町予選会（軟式テニス） �団体戦・トーナメント職 �一般男女 �テニスコート

７ �2{}�県民スポーツ大会（県北大会） �トーナメント戦 �各町代表チーム �福鳥市

７ �27�伊達スポーツ大会町予選会（ソフト） �トーナメント戦 �一般髣子 �運動堺

７ �27･�伊達スポーツ大会町予選会（剣遺） �トーナメント戦 �一般梃子 �体育館

７ �27�伊達スポーツ大会町予増会（柔道） �トーナメント戦 �一般髣子 �体育館

７ �31�少年ソフトポール大会 �トーナメント戦 �各小学校商乍年 �運動場

８ �３ �伊達スポーツ大会町予選会（バスケット） �トーナメント戦 �一般91女 �体育館

８ �10�伊達スポーツ大会町予選会（バドミントン） �トーナメント戦 �一般男女 �体育館

８ �10‘ �伊達スポーツ大会町予選会（卓球） �トーナメント戦 �一般男女 �体育館

８ �17�伊達スポーツ大会町予選会（軟式テニス） �トーナメント戦 �一般男女 �テニスコート

８ �17j�伊建スポーツ大会町予選会（バレーポール） �トーナメント戦 �一般髣女 �体青センター

８ �31�スポ少ソフトポー･ﾚ大会 �トーナメント職 �小学生 �運動場

９ �７．�伊達スポーツ大会（バスケット） �トーナメント戦 �各町代喪チーム �体育館

９ �10�町長杯争耳ソフトボール大会 �トーナメント戦（ナイター〉 �-一般男女 �県北中グラウンド

９ �17�町長杯争奪ゲートボール大会 �予戦リーグ戦 �愛好者 �福祉センター前広場

９ �加 �町長杯争奪ゲートボール大会 �決勝トーナメント戦 �愛好者 �福祉センター前広場

10 �４ �高齢者・婦人運動会 �10種目程嗄 �高齢者･ 婦人 �福祉センター的広場

10 �19�桑折町・国見町少年剣道大会 �団体・佃人戦のトーナメント �両町小中学生 �桑折町

10 �26�第２回国見町綱引き競技大会 �トーナメント職 �一般労女 �体育館

11 �10�町内一周駅伝競走大会 �10区川リレー �一般男女 �町 内

11 �16�第２回郡綱引き大会 �トーナメント戦 �各町代表チーム �梁川町

12 �７ �伊達郁内一岡駅伝競走大会 �12区川リレー �各町代表チーム �伊達管内

12 �14，�町畏杯争奪家庭バレーボール大会 �トーナメント職 �婦　人 �体育館

３ �２ �町民卓球大会 �トーナメント職 �一般男女 �体育館

昭和61年度 事業計画（スポーツ教室・講習会）

月 � 日 � 事‘　　 ｉ　 業　　　　 名 � 内　　　　　　 容 �対 象 者 � 会　　　 掛

４ �25 �ソフト ボール爵習会 �ルールと審判員動作 �愛好者 �福祉センター

５ �15 �ゲート ポール講習会 �ルールと審判員動作 �愛好者 �福祉センター

５ �27 �軟式テニス講習会 �ルールと審判員助作 �愛好者 �福祉センター

６月－�－7 11 �硬式テニス教室 �基　本 �一般男女 �テニスコート

６ �中旬 �婦人水泳教室 �水に親しむ �婦　 人 �町民プール

７ �上旬 �観と子の水泳教室 �水に親しむ �親と子 �町民プール

10月７ｎ 月 ��バドミントン教室 �基 本 �一般男女 �町民体育館

12 ��長短なわとび教室 �眺び方の基本 �一般男女 �町民体育館

１月ｔ ２月 ��町民スキー教宝 �基本から応用 �一般男女 �未　定

．２．．� －
－ �

町民卓球教室 �基　本 �一般男女 �町民体育館



老
人
保
健
法
に
よ
る

機
能
訓
練
始
ま
る

町
で
は
、
心
身
の
機
能
か
低
下
し

て
い
る
方
で
、
医
療
終
了
後
も
継
続

し
て
機
能
訓
練
の
必
要
な
方
を
対
象

に
、
五
月
し
卩
か
ら
機
能
訓
練
を
始

め
ま
し
た
。

脳
血
管
障
再
な
ど
で
障
害
の
あ
る

方
は
、
身
体
機
能
を
も
と
に
し
ど
す

こ
と
は
、
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、

日
常
生
活
に
支
障
か
で
な
い
よ
う

に
、
基
本
的
動
作
の
訓
練
を
続
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
障
害
の
回
復
や
悪

化
を
防
ぐ
こ
と
か
で
き
ま
す
。

訓
練
は
、
特
別
餐
護
老
人
ホ
ー
ム

’
あ
っ
か
し
荘
」
で
、
毎
週
水
曜
日

午
後
一
時
半
か
ら
三
時
ま
で
行
わ
れ
、

月
二
回
は
、
藤
川
総
合
病
院
の
理
学

療
法
士
の
訓
練
を
受
け
る
よ
う
に
な

り
ま
す
、

脳
血
管
障
害
な
ど
で
、
迦
助
機
能

に
障
害
の
あ
る
方
で
希
望
す
る
方
は
、

役
場
保
勉
課
ま
で
ご
迎
絡
く
だ
さ
い
。

農

業

祭に
ぎ
わ
う

好
天
に
恵
ま
れ
た
．ｋ
月
Ｍ
Ｈ
、
恒

例
の
農
業
祭
か
観
月
台
公
園
で
開
か

れ
、
近
隣
の
農
家
の
人
た
ら
や
、
町

内
の
ぞ
叺
連
れ
の
人
た
ち
で
終
凵
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
『

公
園
の
沼
の
周
囲
一
而
に
張
ら
れ

た
屋
台
の
店
に
は
．
色
と
り
ど
り
の

草
花
か
ら
．
卜川
木
、
薩
、
金
魚
、
昔

な
っ
か
し

い
綿
あ
め
峨
な
ど
か
並
び
、

買
い
水
め
る
客
が
切
れ
日
な
く
続

い

て
い
ま
し
た
．

ま
た
、
町
艮
体
育
館
で
は
．
今
年

で
第
十
回
日
を
迎
え
た
「
趣
味
の
ぺ
口

回
習
作
展
‘
が
闘
艇
さ
れ
．
β
を
は

じ
め
、
写
真
・
卜
本
叫
・
短
歌
・
俳

句
・
（

り
桧
な
ど
、
日
ご
ろ
の
腕
を

竸
『

た
作
臨
が
展
示
さ
れ
、
い
ず
れ

お
と
ら
ぬ
秀
作
に
、
買
物
帰
り
の
人

た
ち
む
、
熱
心
に
見
人
こ

ヽ
い
ま
し

た
．『

Ａ「あつかし荘」で廟始された機能訓練

▲今年もにぎわった農婁祭

Ａさあ、いざ賎技スタート.夕

県
消
防
操
法
競
技

県
北

地

方

大
会

開

か

れ

る

昭
和
六
ト

ー
印
度
福
島
県
消
防
噪

法
竸
技
県
北
地
方
大
会
か
、
四
月
二

十

‐‐
日
、
福
鳥
市
荒
拜
の
福
励
県
消

防

乍
皎

皎
庭

を
会
場

に
行

わ
れ

ま

し

た
．こ

の
競

技
大
会

は

、
隔
年

ご
と

に

閧

か
れ

る
大
会
で

、
国

見

町
か

ら
は

第

三
分
団

（
森
汪

野

）
か
出

場
し

ま

し

た
『
．

競

技

が
始
ま

る
と
同

時

に
雨
か

降

る

最
悪

の
天
気

と
な

り
ま
し

た
か

、

当

町
の
川

場

に
な
る

と
雨

が
止
み

、

指
揮

者

の
人

波

良
一

さ
ん

、
一
番

員

の

佐
久
叫

勝
博

さ
ん

、
二
番
八

の
菊

地

敏
裕

さ
ん
、

．．．番
貝

の
石

川
正
博

き

ん
、

補
充
Ｕ

の
蓬

川
正

一
さ
ん

の

谷

避
手
は

泥
ま

み
れ

に
な
り
競

技

を

吁

い
ま
し

た
「
．

川

長
以

下
幹
部

団
員

、
そ

れ
に

婦

人
防

火

ク
ラ
ブ

の
人

た
ち
の

応
接

を

受
け

、
日

ご
ろ

の
練
習

の
成

緊
を

卜

分

発
皹
し

ま
し

た
か

、
借
し

く
む
人

賞
で

き
ま

せ
ん
で
Ｌ

た

．

県
北
中
学
校
の

上

棟
式

が

行
わ

れ

る

昨
年
じ
川
に
改
築
Ｌ
１

の
始
ま
１

た
以
北
中
乍
校
の
Ｌ
棟
式
が
、
四
川

十
Ｌ
Ｈ
、
工
今
現
嶋
で
行
わ
れ
ま
し

た
式
に
は
、
菊
地
町
長
は
じ
め
町
関

係
者
、
搆
八
、
工
刄
関
係
者
ら
。八
亅

名
か
出
席
し
、
工
串
の
早
期
完
成

と

安
令
を
祈
り
ま
し
た
。

こ
の
県
北
中
学
校
新
校
舎
は
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
階
建
て
、
約
五

千
平
方
じ
で
、
普
通
教
室
十
五
、
特

別
教
室
十
、
多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど
か

設
置
さ
れ
、
工
事
費
は
七
億
四
千
六

百
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
八

月
に
は
新
校
舎
が
完
成
の
予
定
で
、

昭
和
二
十
虻
年
に
世
て
ら
れ
た
旧
校

舎
は
体
育
館
、
講
堂
を
除
い
て
姿
を

消
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

編

集

日

記

○
先
日
の
ソ
連
の
原
子
炉
の
爆
発
で
、

遠
く
離
れ
た
私
た
ち
の
国
ま
で
放
射

能
か
流
れ
て
き
ま
し
た
。
彖
は
、
人

体
に
は
彫
響
の
な
い
少
砥
で
し
た
が
、

新
た
め
て
原
子
力
の
恐
さ
と
安
全
性

に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

０
ｆ
月
に
入
り
、
野
や
山
か
新
緑
に

包
ま
れ
、
す
か
す
か
し
い
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
健
康
の
た
め
、
森
林
浴

を
か
ね
な
が
ら
。
山
に
で
も
川
か
け

て
み
て
は
い
か
か
で
す
か
．
　

Ｓ

貉
抒

・

編

魯

国

兇

町

企

画

課

榲

鳥

県

伊

達

郡

国

兄

町

大

字

藤

田

字

一

丁

田

二

２

の

Ｉ

一

九

六

九
－

．‐

七
　

純
　（

　
０
二

四

五

）

八

五
一

ニ

ー

．
一

（

代

表

）
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